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研究内容　
　২෺͕ੜ͖͍ͯͨ͘ Ίʹ͸ɺڥ؀中΍ମ಺ʹੜଉ͢Δඍੜ෺ͱ্खʹ΍ͬ
͍ͯ͘ඞཁ͕͋Γ·͢ɻ২෺͸ɺ߅ମʹ୅ද͞ΕΔΑ͏ͳ֫ಘ໔ӸΛͣͨ࣋ɺ
一ఆ਺ͷ໔Ӹड༰ମ（ࣗવ໔Ӹ）Ͱٸ଎ʹਐԽ͠ಘΔଟछଟ༷ͳඍੜ෺ʹର
Ԡ͍ͯ͠·͢ɻᶃࡉ๔ද໘Ͱඍੜ෺੒෼΍ࣗΒͷࡉ๔μϝʔδΛײ知͢Δύ
λʔϯೝࣝड༰ମ΍ɺᶄࡉ๔಺ͰපەݪͷײછଅਐҼ子ͷೝࣝ΍໔Ӹγά
φϧ੍ޚʹಇ /͘-3ड༰ମ͕͋Γɺͦ ΕΒΛঢ়گʹԠͯ͡ਫ਼޼ʹ૊Έ合Θͤ
ͯ๷ޚԠ౴Λௐઅ͍ͯ͠·͢ɻ͜ ͷΑ͏ͳ໔Ӹड༰ମωοτϫʔΫ͕ಇ͘͜ ͱ
Ͱɺපەݪͷײછɾ૿ ৩Λ๷͙一ํͰɺώτͷ௎಺ەࡉͱಉ༷ʹɺଟ਺ͷڞੜ
ूە （ஂϚΠΫϩόΠΦʔϜ）Λମ಺ʹ॓͠ ʮͯͨ࣋ͭͪ࣋Εͭͷؔ܎ʯΛங
͘͜ ͱΛՄೳʹ͠ ͍ͯΔͱߟ Β͑Ε͍ͯ·͢ɻ
Β਎ΛकΓͳ͔ەݪΛ௨ͯ͠ɺ২෺͕පڀݚੜͷڞ͸ɺ২෺ͷ໔Ӹɾͪͨࢲ　
͕Βʮඍੜ෺ڞੜମʯͱ͠ ͯੜ໋׆ಈΛਐΊΔ࢓૊ΈΛ明Β͔ʹ͠ ͍͖͍ͯͨ
ͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ২෺ʵඍੜ෺ڞੜମ͸ɺੜ෺ͷڞਐԽ΍২෺ͷڥ؀దԠػ
্͍ͯ͘͠ڀݚΛߏ Ͱ΋֨޷ͷૉࡐͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ実ࡍɺ২෺ͷප֐͸ɺ水
ʹετϨεڥͳͲ؀֐ Β͞͞ΕΔͱൃੜ͠΍͢ ͳ͘Δ一ํͰɺڞੜە΁ͷґଘ
౓΋΍͸Γӫཆෆ଍ͳͲڥ؀ετϨεʹΑͬͯ高·Γ·͢ɻ͜ ͷ͜ͱ͔Βɺ২෺
ඍੜ෺ʹ࣌૊Έ（ͱಉ࢓ੜΛௐઅ͢ΔڞมԽʹԠͯ͡໔ӸγεςϜ΍ڥ؀͕
ͷํʹ΋ڥ؀มԽʹԠ͡ ʮͯ;Δ·͍ʯΛม͑Δ࢓૊Έ）͕ ଘ͢ࡏΔ͜ͱ͸༰
қʹ༧૝͞Ε·͕͢ɺ実ମ͸Α Θ͔͍ͬͯ͘·ͤΜɻͦ ͜Ͱɺ২෺ͷڥ؀ηϯ
αʔͱ໔ӸγεςϜͷ෼子ϦϯΫ΍ඍੜ෺͕ڥ؀৚݅ʹԠͯ͡ײછઓུΛม
͑Δ࢓૊ΈͳͲʹண໨͠ ͯɺ২෺ɾඍੜ෺ɾڥ؀Ҽ子ͷؔڀݚ͍ͯͭʹੑ܎Λ
ਐΊ͍ͯ·͢ɻ
　 Β͞ʹɺ২෺͕ͲͷΑ͏ͳඍੜ෺ΛબΜͰମ಺ʹڞੜ͍ͤͯ͞Δ͔ɺڞੜϚ
ΠΫϩόΠΦʔϜͷ実ଶ΍໾ׂʹഭΔͱͱ΋ʹɺ༗༻ڞੜەΛಉఆͯ͠ڥ؀
保全ܕ೶׆ʹۀ༻͢Δٕज़ͷ։ൃʹ΋औΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ
　͜ΕΒͷڀݚΛ௨ͯ͠ɺS%(T（SuTUBinBCMF %FWFMoQNFnU (oBMT）ͷ
達੒ʹ͢ݙߩΔ͜ͱ΋໨͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ

研究業੷・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
研究業੷（論จ発ද）
< � > Okada et al
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< � > :asVda et al
 CVrr Opin 1lant Biol
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< � > AriHa et al
 NatVre 1lants
 3
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< � > :amada et al
 SDienDe
 354
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研究を始めるのに必要な知識・能力
　分子生物学や২物生理学、ඍ生物学౳の基礎知識が重要ですが、それらはೖってから学ͿのもO,です。せっかくಸྑ先୺大に来た
のなら分野をม͑るのも໘നいとࢥいます。これこそόイオサイΤンスʂとݴう΂き生物ؒ૬࡞ޓ用にऒかれる方、২物や೶࡞物、ඍ生
物に触れるのが޷きな方、あるいはデータサイΤンスやフィーϧυϫークが޷きな方など、いΖいΖな੾りޱから楽しめる分野です。

研究室の指導方針
　研究テーマは、ෳ数の方޲性をࢼす中で進௙やద性も見ۃめながらゴーϧをఆめて進めていきます。また、ྑいサイΤンスを進める
には஥ؒとੵۃ的に意見ަ׵したり共同࡞業したりすることも大੾ですので、教員や先ഐに対してもܰؾに議論できる環境࡞りを行っ
ています。ଔ業後も職種や分野にかかΘらず通用するような実力をຏいたり、Կかしらୡ成ײや自信を得たりして૥立ってもら͑れ͹
と͑ߟています。
　この研究で身につく能力
　২物（シロイψφζφ・イω・トマト౳）を材料とした分子生物学・生化学などの基本的な実験スΩϧにՃ͑て、ಛに当研究室では、
ඍ生物のഓཆ・઀種などの実験・解ੳスΩϧ、ฒͼにオミクス解ੳに用いるデータ解ੳスΩϧなどです。ཹ学生もަ͑たラϘミーティン
ά、国内֎のラϘとの共同研究を通して、ӳޠを含めたプϨθンスΩϧもຏくのにもྑいラϘ環境です。͛ڍていけ͹いΖいΖあります
が、一൪重要かなとࢥうのはポジティϒシンΩンάです。

修了生の活躍の場
　研究職（ത࢜研究員、೶研機構）
　৯品、άリーンόイオ（種බ・ҭ種・Ԃܳ）、情報通信ܥ

（写真左から）
教授：੢ᑍ　༤հ saijo@bs.naist.jp 
ॿ教：ؘా　知Ղ D-tateda@bs.naist.jp
ॿ教：҆ୡ　広໌ adaDhi.hiroaki@bs.naist.jp

২෺͸ɺώτと同༷にߴ౓に発ୡした໔ӸγスςϜをͪ࣋ɺଟछଟ༷なඍੜ෺を体内に॓すと同࣌にප
ײ૊Έ΍ඍੜ෺͕২෺に࢓して͍ます。২෺͕໔ӸγスςϜ΍ඍੜ෺共ੜをௐઅするࢭの૿৩を્ەݪ
છ・共ੜする࢓૊Έなどɺ২෺の໔Ӹ・共ੜに͍ͭてҰॹに研究しまͤΜ͔。
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